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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期

第３四半期
連結累計期間

第47期
第３四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 6,660,631 7,011,987 8,884,816

経常利益 (千円) 281,332 349,842 343,696

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 189,641 234,430 221,872

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 193,428 230,834 234,797

純資産額 (千円) 3,294,609 3,514,122 3,335,978

総資産額 (千円) 5,498,935 5,960,208 5,852,213

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 46.79 57.84 57.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.9 59.0 57.0
 

　

回次
第46期

第３四半期
連結会計期間

第47期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 26.91 19.75
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

①　財政状態

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて107,995千円増加し、5,960,208千円

となりました。主な増減は、現金及び預金の増加188,899千円、繰延税金資産など投資その他の資産の減少39,712千

円、旧本社事務所の土地及び建物の売却などによる有形固定資産の減少31,234千円であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて70,148千円減少し、2,446,085千円となりました。主な増減は、未払消費税等

などその他の流動負債の増加119,070千円、未払法人税等の減少56,323千円、長期借入金の減少52,794千円、支払手

形及び買掛金などの仕入債務の減少50,243千円、賞与引当金の減少45,700千円であります。

　純資産は、その他有価証券評価差額金の減少3,596千円があったものの、利益剰余金の増加181,740千円があった

ことにより、前連結会計年度末に比べて178,144千円増加し、3,514,122千円となりました。

 
 ②　経営成績

 第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や高水準の企業収益を背景に、設備投資

は増加基調をたどり、個人消費も堅調さを維持するなど、緩やかに回復しながら推移いたしました。しかしなが

ら、大国間の貿易摩擦、中東情勢の緊迫、大型台風などの自然災害などによる企業活動への影響が表面化するな

ど、今後の動向が懸念されております。

当業界におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみられ、業界全体として前年同期を下回

る水準で推移いたしました。

このような経済状況のもとで、当社グループにおいても、第２四半期累計期間(４月－９月)までは、既設建設物

のリフォーム工事を中心に前年を上回る状況でしたが、当第３四半期会計期間(10月－12月)では、一転して前年を

下回り、需要動向を注視する必要があります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は7,011,987千円(前年同四半期比5.3％増)、営業利益は338,408

千円(前年同四半期比30.6％増)、経常利益は349,842千円(前年同四半期比24.4％増)、親会社株主に帰属する四半

期純利益は234,430千円(前年同四半期比23.6％増)となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 
 (建設工事事業)

ユーティリティーは、ガス設備工事及び太陽光発電システム設置工事を中心としております。既設住宅向けの

ガス設備機器の取り替えは堅調に推移いたしましたが、新築戸建住宅向けの新規組み込みは件数が減少いたしま

した。また、事業用の太陽光発電システム設置工事の件数も減少しており、蓄電池設置工事の増加はありました

が、業績確保は厳しい状況となりました。この結果、売上高は787,178千円(前年同四半期比4.2％減)となりまし

た。

リフォームは、住宅の新築を含めた各種住宅リフォームを中心としております。中古マンションのリノベー

ション物件の販売は低調でしたが、個人消費者からのリフォーム件数や集合住宅などの中規模建設物に対する補

修・修繕工事の件数は増加しており、業績は伸長いたしました。この結果、売上高は2,367,846千円(前年同四半

期比14.2％増)となりました。

防水は、ＦＲＰ防水、シート防水等の各種防水工事を中心としております。新築の各種建設物に対する防水工

事の件数は減少しておりますが、既設の中規模建設物に対する改修案件は増加しており、業績は伸長いたしまし

た。この結果、売上高は1,603,284千円(前年同四半期比10.2％増)となりました。

以上の結果、建設工事事業の売上高は4,758,309千円(前年同四半期比9.4％増)、営業利益275,288千円(前年同

四半期比21.8％増)となりました。

 

(住宅等サービス事業)

住宅等サービス事業は、住宅の保護という観点から、特に床下環境の改善及びシロアリ対策を中心としており

ます。床下環境改善の防湿商品の販売は減少いたしましたが、シロアリ対策は微増で推移しました。

以上の結果、住宅等サービス事業の売上高は946,733千円(前年同四半期比1.1％増)、営業利益は153,805千円

(前年同四半期比1.2％増)となりました。

 

(ビルメンテナンス事業)

ビルメンテナンス事業は、首都圏のビルの窓及び外壁のクリーニング、マンション、公共施設などの清掃管理

サービスを中心としております。不採算作業の見直しを実施したことや、人手不足により作業スタッフの確保が

難しい状況となり、売上高が減少しました。さらに利益面では、所有不動産の修繕を実施したことや、清掃ス

タッフを確保するためのコスト増加や賃金相場の上昇により、厳しい結果となりました。

以上の結果、ビルメンテナンス事業の売上高は1,306,944千円(前年同四半期比5.0％減)、営業利益は86,535千

円(前年同四半期比27.9％減)となりました。

 
 　(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,400,000

計 13,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2020年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,060,360 4,060,360
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、100株で
あります。

計 4,060,360 4,060,360 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年10月１日～
2019年12月31日

― 4,060 ― 186,072 ― 145,813
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 7,200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

40,528 ―
4,052,800

単元未満株式
普通株式

― ―
360

発行済株式総数 4,060,360 ― ―

総株主の議決権 ― 40,528 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ニットー

名古屋市中川区広川町三
丁目１番８

7,200 ― 7,200 0.1

計 ― 7,200 ― 7,200 0.1
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,257,808 1,446,708

  受取手形及び売掛金 ※  1,101,348 ※  1,105,823

  たな卸資産 698,811 693,776

  その他 89,032 77,121

  貸倒引当金 △5,656 △2,680

  流動資産合計 3,141,344 3,320,749

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 901,036 907,661

   土地 1,373,677 1,337,374

   その他（純額） 15,031 13,475

   有形固定資産合計 2,289,746 2,258,511

  無形固定資産   

   その他 9,609 9,147

   無形固定資産合計 9,609 9,147

  投資その他の資産   

   その他 411,913 372,250

   貸倒引当金 △400 △450

   投資その他の資産合計 411,513 371,800

  固定資産合計 2,710,868 2,639,459

 資産合計 5,852,213 5,960,208
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  735,821 ※  685,577

  短期借入金 410,000 410,000

  1年内返済予定の長期借入金 70,392 70,392

  未払法人税等 67,567 11,244

  賞与引当金 100,630 54,929

  完成工事補償引当金 31,600 37,100

  その他 245,980 365,051

  流動負債合計 1,661,990 1,634,294

 固定負債   

  長期借入金 329,608 276,814

  退職給付に係る負債 369,589 377,728

  長期未払金 9,840 9,840

  その他 145,206 147,408

  固定負債合計 854,243 811,790

 負債合計 2,516,234 2,446,085

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 186,072 186,072

  資本剰余金 145,813 145,813

  利益剰余金 2,966,876 3,148,616

  自己株式 △1,883 △1,883

  株主資本合計 3,296,877 3,478,618

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 39,101 35,504

  その他の包括利益累計額合計 39,101 35,504

 純資産合計 3,335,978 3,514,122

負債純資産合計 5,852,213 5,960,208
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 6,660,631 7,011,987

売上原価 4,948,406 5,190,328

売上総利益 1,712,225 1,821,659

販売費及び一般管理費 1,453,050 1,483,250

営業利益 259,174 338,408

営業外収益   

 受取利息 17 68

 受取配当金 1,546 1,608

 受取手数料 2,965 3,016

 受取保険金 8,820 3,403

 受取賃貸料 9,401 8,410

 その他 6,476 7,385

 営業外収益合計 29,227 23,891

営業外費用   

 支払利息 2,042 3,022

 賃貸費用 3,932 7,301

 その他 1,094 2,134

 営業外費用合計 7,069 12,458

経常利益 281,332 349,842

特別利益   

 投資有価証券売却益 ― 2,718

 固定資産売却益 ― 405

 特別利益合計 ― 3,123

特別損失   

 固定資産売却損 ― 6,667

 特別損失合計 ― 6,667

税金等調整前四半期純利益 281,332 346,299

法人税、住民税及び事業税 94,024 78,890

法人税等調整額 △2,333 32,977

法人税等合計 91,690 111,868

四半期純利益 189,641 234,430

親会社株主に帰属する四半期純利益 189,641 234,430
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 189,641 234,430

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,787 △3,596

 その他の包括利益合計 3,787 △3,596

四半期包括利益 193,428 230,834

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 193,428 230,834

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
 

EDINET提出書類

株式会社ニットー(E05065)

四半期報告書

11/16



【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

受取手形 191千円 600千円

支払手形 64,795千円 65,024千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(本社移転に伴う増加償却費及び無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のと

おりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 93,132千円 34,251千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月16日
定時株主総会

普通株式  60,796  15.00 2018年３月31日 2018年６月18日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月15日
定時株主総会

普通株式 52,690 13.00 2019年３月31日 2019年６月17日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,348,857 936,743 1,375,031 6,660,631 ― 6,660,631

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

18,843 1,748 3,189 23,780 △23,780 ―

計 4,367,700 938,491 1,378,220 6,684,412 △23,780 6,660,631

セグメント利益 225,991 152,035 120,005 498,031 △238,857 259,174
 

(注) １．セグメント利益の調整額△238,857千円には、セグメント間取引消去21,732千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△260,590千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,758,309 946,733 1,306,944 7,011,987 ― 7,011,987

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

22,482 1,766 407 24,655 △24,655 ―

計 4,780,791 948,500 1,307,351 7,036,643 △24,655 7,011,987

セグメント利益 275,288 153,805 86,535 515,630 △177,221 338,408
 

(注) １．セグメント利益の調整額△177,221千円には、セグメント間取引消去22,366千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△199,587千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益 46円79銭 57円84銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円)  189,641 234,430

   普通株主に帰属しない金額(千円)  ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

 189,641 234,430

    普通株式の期中平均株式数(株)  4,053,103 4,053,103
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社ニットー(E05065)

四半期報告書

14/16



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年2月10日

株式会社　ニットー

　(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤　　井　　淳　　一 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 加　　納　　俊　　平 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニットー

(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)の2019年4月1日から2020年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間(2019年

10月1日から2019年12月31日まで)及び第3四半期連結累計期間(2019年4月1日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニットー(商号　株式会社ＮＩＴＴＯＨ)及び連結子会社

の2019年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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